
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

資産の部 793.1 億円 負債の部 277.9 億円

【内訳】

公共資産 638.0 億円

投資等 98.8 億円 純資産の部 515.2 億円

基金、出資金など

流動資産 56.3 億円

現金・預金などを合算

うち、資金　52.9億円

繰延勘定 0.0 億円

市と連結対象団体が所有している財産の内
容と金額です。

水道事業の浄水場施設や配水管などを
合算

 現在までの世代が既に負担してきた部分
です。
 水道事業会計の受贈財産評価額を合算し
ています。

 地方債や将来支払われる職員の退職金な
ど、将来世代の負担で返済していく債務で
す。
水道事業会計の企業債、夷隅郡市広域市町
村圏事務組合の組合債を合算しています。

 

 

 

 

 資金収支計算書の考え方を連結対象団体にも

適用して作成しました。現金主義により作成す

るため、水道事業会計などの発生主義を採用し

ている団体は、発生を根拠とした金額ではなく、

会計年度内に実際に収入・支出が行われた現金

の額へ決算書類の組み替えを行っています。 

期首（25年度末）資金残高 51.9 億円

経常的収支 29.1 億円

公共資産整備収支 △ 7.4 億円

投資・財務的収支 △ 20.7 億円

期末（26年度末）資金残高 52.9 億円

 

 

 

行政コスト計算書の考え方を連結対象団体に

も適用して作成しました。 

経常行政コスト　（A） 299.3 億円

【内訳】
人にかかるコスト 42.9 億円

職員の給与・退職手当など
物にかかるコスト 61.6 億円

光熱水費・修繕費・減価償却費など
移転支出的なコスト 188.6 億円

その他のコスト 6.2 億円
地方債の利子など

経常収益　（B） 105.1 億円

純経常行政コスト
（A）-（B） 194.2 億円

生活保護などの社会保障給付、各種団体
への補助金・繰出金など

施設の使用料や手数料など、行政サービス
の提供の対価として得られた財源です。

経常行政コストから経常収益を差し引いた
純粋な行政コストです。
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期首（25年度末）純資産残高 556.9 億円

当期変動高 △ 41.7 億円

【内訳】

純経常行政コスト △ 194.2 億円

財源の調達 196.5 億円

その他 △ 44.0 億円

期末（26年度末）純資産残高 515.2 億円

 

ポイント！ 

普通会計と比較し、財源の調達は 55.7億

円増加します。特別会計の福祉目的事業に

おける補助金収入額が合算されたもので

す。 

期末純資産残高は、91.9 億円増加し、

515.2億円になります。 

※期末純資産残高（515.2 億円）が貸借

対照表の純資産の部総額と一致します。 

 

 

連結財務書類 4 表は、連結対象の各会計、関係団体・法人（以下「連結対象団体」という。）を    

1 つの行政サービス実施主体とみなして作成される財務書類で、連結ベースでの財務情報を明らか

にするものです。 

ポイント！ 

連結後の資産は 125.8億円増加し、793.1億円となりました。市民 1人あたりの資産は 196万

5千円となります。 

負債は 34.0億円増加し、277.9億円となりました。市民 1人あたりの負債は 68万 8千円とな

ります。 

純資産は 91.9 億円増加し、515.2 億円となりました。連結後の資産全体の 65.0％を占めてい

ます。 

ポイント！ 

 普通会計と比較し、経常的収支額は 4.8 億

円増加、公共資産整備収支額は 1.4億円減少、

投資・財務的収支額は 2.6億円減少しました。 

 期末資金残高は 52.9億円になり 1.0億円の

資金の増加となりました。 

 連結後においては、財政調整基金等も資金

に含めるため、普通会計の資金収支計算書と

は金額が異なります。 

※期末資金残高(52.9 億円)が貸借対照表の資

産の部、流動資産内の｢うち資金｣と一致します。 

ポイント！ 

 普通会計と比較し、移転支出的なコストが

121.7億円増加しています。市が実施する福祉

目的事業の中には、国民健康保険特別会計など

の特別会計等で行うものが多いためです。 

※純経常行政コスト（194.2億円）が純資産変

動計算書の内訳に逆符号となって一致します。 

 

            〔連結対象の範囲〕 

 

いすみ市の連結の範囲は

右の図のとおりです。 

※財務書類が作成されていない

団体等は連結していません。 

＜連結貸借対照表（バランスシート）＞の説明 

＜連結資金収支計算書＞の説明 

 
＜連結行政コスト計算書＞の説明 

 

＜連結純資産変動計算書＞の説明 

連結ベースで市の純資産がどのように増減したかを示します。 

 

広域連合

一部事務組合いすみ市全体

①千葉県後期高齢者医療広域連合

①千葉県市町村総合事務組合
②夷隅郡市広域市町村圏事務組合

① 普通会計

②公営事業会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

水道事業会計

 


